
 

１ ＡＳＦや口蹄疫の発生地への渡航は自粛。 

２ 畜舎内に部外者や野生動物を入れない。また、畜舎に入る 

  ときは手指や履き物の消毒徹底。 

３ 毎日の健康観察。異常発見時は家畜保健衛生所にすぐ連

絡。 

 H30.8に中国で発生したASFは、H31.4には中国全土に拡大。 
 モンゴル、ベトナム、香港、韓国、フィリピンでもASF発生。 
 日本に輸入されそうになった肉製品からASF遺伝子を検出
（88事例）。 

 R01.12に中国（牛、O型）、ミャンマー（牛、A型）で、R02.1に 
  ロシア（牛・豚、O型）で口蹄疫発生。 
 H30から国内で流行したCSF（豚熱）は、東アジアから日本 
  に侵入したウイルスによるもの。 

●最近のASF,口蹄疫事件簿 


